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事例６「新宿区多文化共生連絡会」開催事業（新宿区）

 

本事業は、地域住民やＮＰＯ、外国人コミュニティ、日本語ボランティア、

外国人相談員、新宿区などが参加し、多文化共生に関する地域課題の解決を図

ることを目的とした「新宿区多文化共生連絡会」を開催するものである。 

 

1. 外国人住民の現状

新宿区内の外国人登録者数は約３万５千人（２０１１年１月１日現在）で

ある。区人口に占める外国人登録者の割合は約１１％で、東京２３区では最

高となっている。 

区内の外国人登録者数を国籍（出身地）別にみると、韓国・朝鮮籍及び中

国籍が多数を占めるが、登録されている国籍は多岐にわたっており、最も多

い月で１１９か国の登録があった。区内の居住状況をみると、大久保地域な

ど外国人住民が集住している地区がある。 

 

2. 背景・事業の目的

新宿区では多くの外国人が住み暮らすことを新宿の特徴と捉え、こうした

ことを区内外にプラスメッセージとして積極的に発信する「多文化共生のま

ちづくり」を進めている。その取組みの一環として、２００５年に「しんじ

ゅく多文化共生プラザ」4を開設し、その事業の一つとして、地域住民や各種

活動団体など多様な主体が、多文化共生に関連する取組みを行う際の横のつ

ながり・連携を作ることを目的とし、２００６年度から同プラザの利用者を

中心とした「ネットワーク連絡会」を開催してきた。 

「ネットワーク連絡会」では、多様な主体による話し合いを行い、これま

で「新宿生活スタートブック」の制作や多文化防災訓練の実施に協力するな

ど一定の成果を挙げてきた。一方、最近では開催回数が年１～２回であった

り、会の内容が行政からの情報提供や参加者からの意見聴取の場となってい

るなどの課題もあった。 

そこで２０１０年度においては、この「ネットワーク連絡会」を議論を通

じて個別の課題を解決する場と位置づけた。会則の制定、会長・副会長の選

定、ファシリテーターの設置等を行い、行政からの一方通行ではなく連絡会

参加者が主体的に活動できる枠組みとし、分科会を立ち上げるなどより活性

化を図り、「新宿区多文化共生連絡会」と改称して現在に至っている。 

 

                                            
4「しんじゅく多文化共生プラザ」（2005 年 9 月開設）は、外国人と日本人の交流の拠点として、外国人の

行政、生活相談、日本語学習支援、各種交流イベントや講座等さまざまな事業を行っている。 
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3. 事業の内容

(1) 事業の実施主体

 連絡会は、新宿区が事務局として会議を運営している。 

連絡会の参加者は、日本語ボランティア、ＮＰＯ、外国人支援団体、外国

人コミュニティ、外国人相談員、町会、商店会、新宿未来創造財団、新宿区

などである。 

２０１０年度の参加者の国籍は、中国、韓国、タイ、ミャンマー、フラン

ス及び日本である。 

 

(2) 事業の内容

  連絡会では全体会と分科会を設け、３つの分科会にて個別テーマを決めて

議論している。分科会の内容は次のとおりである。 

 

① 「しんじゅく多文化共生プラザのあり方検討」分科会 

  しんじゅく多文化共生プラザ設置条例の内容、新宿区外部評価委員会の

評価及び区議会での議論等を踏まえ、「プラザを利用しやすくするために」

「プラザのＰＲ」「ネットワークづくりの推進」の３つの観点から、プラザ

のあり方について議論している（資料７）。 

 

②「外国にルーツを持つ子どもの学習支援」分科会 

  「新宿区の日本語学習支援制度のＰＲ」「新宿区の各日本語学習支援プロ

グラムの連携」「外国人の子どもの居場所の確保」「中学校を卒業した外国

人の子どもの支援」の４つの観点で、子どもの学習支援について議論して

いる（資料８）。 

 

③「災害時の外国人支援」分科会 

  災害時の外国人支援の観点から、「災害時の外国人支援体制」のモデル案

を作成することを視野に入れて議論している（資料９）。 

 

4. 事業実施年度・予算額

２０１０年度予算額は３，６０４千円である。 

 

5. 事業の実績・成果等

連絡会では、２０１０年６月の第１回全体会において会則を定め、会長・

副会長・ファシリテーターを選出した。続く７月の第２回全体会において３

つの分科会を設置した後、それぞれの分科会で検討が行われている。 

連絡会は、参加のための条件を厳格に定めておらず、多文化共生のまちづ
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くりに関心がある個人や団体であれば誰でも参加できる。例えば、大久保地

域5のように区内でも外国人が集住し日本人とのトラブルが多い地域は、多文

化共生への意識が高く、町会の代表者の参加が得られている。しかしながら、

こうした一部の地域を除いて、必ずしも広い地域からの参加者は得られてい

ない。新宿区では、区内全域で多文化共生の機運を高め、もっと多くの参加

を促すため、外国人だけではなく区民に広く「多文化共生連絡会」の活動を

始めとした多文化共生のまちづくりについて知ってもらう工夫として、区の

広報紙（資料１１）や区 HP なども活用して PR に努めている。 

２０１０年１０月の全体会では、各分科会における「中間のまとめ」を報

告している。例えば①「しんじゅく多文化共生プラザのあり方検討」分科会

では、同プラザを利用しやすくするために、アンケート調査や利用者懇談会

の実施などにより、利用者のニーズを掘り起こすべきだという提言がなされ

ている。 

また、③「災害時の外国人支援について」分科会では、災害時外国人支援

センターの設置、行政手続き支援、語学ボランティア（通訳者・翻訳者）の

確保等８つの項目にわたる支援策の提言がなされている。中でも特に優先順

位が高いものとして、「外国人支援センター」を区の公共施設の中に設置し、

災害発生時に外国人支援についての司令塔としての機能を果たすこと等が提

案されている。ただし、区の防災対策全体における整理や具体的な実現方法

などは今後の引き続きの検討課題とされている。 

分科会での議論は、取組の方向性に係るものから具体的な政策提言まで多

岐にわたっており、新宿区ではこうした提言を外国人施策にどう反映させて

いくか、行政の関係部署を含めた議論が必要と認識している。連絡会は、２

０１１年３月に中山弘子区長も出席して今年度最後の全体会を開催するほか、

２０１１年度も引き続き様々なテーマで検討を重ねていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
5 外国人住民が人口の 6割程度を占め、特に外国人が集住している地域である。 
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                 平 成 ２ ３ 年 ２ 月 ２ ４ 日 
                 新宿区地域文化部文化観光国際課 
         

平成２２年度新宿区多文化共生連絡会の活動について 
 
１ 会の設置の目的・経緯 
  平成１７年９月に開設したしんじゅく多文化共生プラザの事業のひとつとして「多様な文化

を持つ人々が共に生きる地域社会の形成に資する活動を行う団体及び個人のネットワークづく

りの推進に関すること」と、条例で規定している。この事業を推進するため、平成１８年に多

文化共生プラザの利用者・利用団体を中心としたネットワーク連絡会を立ち上げた。この連絡

会では、会員間の情報共有やイベントの実施、行政とタイアップした情報提供冊子の制作、外

国人が気軽に参加できる多文化防災訓練などの活動を行ってきた。 
  平成２２年度は、この会をより活性化し、地域の課題解決に資するため、会則を定め名称を

「新宿区多文化共生連絡会」とした。さらに、課題ごとに分科会を設置し、多様な主体が参加

する場として、課題を共有し話し合いを行っている。 
 
２ ２２年度の活動 
  日程       会議の種類・参加人数 討議内容 
６月１７日 第１回全体会 ３０名 会則の決定 

会長・副会長・ファシリテ

ーターの決定 
７月１６日 第２回全体会 ２７名 ３分科会を立ち上げ 
７月２７日 分科会「多文化共生プラザのあり方検討」 ９名 プラザの現状認識と課題

の抽出 
８月４日 分科会「多文化共生プラザのあり方検討」 ９名 課題に沿った解決策の検

討 
８月５日 分科会「災害時の外国人支援ネットワーク」９名 災害時の外国人支援のモ

デル案を討議 
８月２６日 分科会「災害時の外国人支援ネットワーク」９名 災害時の外国人支援体制

の検討 
８月３１日 分科会「外国人の子どもの学習支援」 ８名 

分科会「多文化共生プラザのあり方検討」 １２名

区の学習支援の認識 
課題に沿った解決策の検

討 
９月９日 分科会「災害時の外国人支援ネットワーク」１０名 全体会に向けたまとめ 
９月２１日 分科会「外国人の子どもの学習支援」 ８名 全体会に向けたまとめ 

今後の進め方の検討 
１０月１日 第３回全体会 ２５名 各分科会の報告 

意見集約 
１２月１３日 
 

第４回全体会 ２３名 多文化共生フェスタ検討 
多文化共生プラザアンケ

ートについて 
２３年 
１月１８日 

第５回全体会 ２８名 
 

多文化共生フェスタ検討 

１月３１日 分科会「外国人の子どもの学習支援」 １４名 
 

区関係部署を含めた検討 

３月２２日 
（予定） 

第６回全体会  
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３ 参加者・団体 
  日本語ボランティア、ＮＰＯ、外国人支援団体、外国人コミュニティ、外国人相談員、町会、

商店会、社会福祉協議会、新宿未来創造財団、行政 
 
４ 参加者の国籍 
  中国、韓国、タイ、ミャンマー、フランス、日本 
 
５ これまでの又は今後の取り組み 
 (1) 中間のまとめ 
   各分科会で議論した内容を「中間のまとめ」としてとりまとめ、全体会に報告した。 

(2)  区民への周知 
      区ホームページ、広報しんじゅく（２月１５日号）に掲載して、多文化共生連絡会や多文

化共生プラザの周知を図る。 
 (3)  庁内の情報共有 
   「情報提供に関する連絡会議」を活用して、庁内での情報共有を図る。 
 (4)  プラザのアンケート調査、利用者懇談会の実施 
   利用者懇談会を１２月８日に実施した。 
   アンケート調査を２３年２月に実施し、結果を踏まえた改善策やあり方を３月２２日に開 

催予定の全体会で討議する。 
 (5) 多文化共生イベントの実施 
   ３月２０日（日）に新宿区多文化共生連絡会が主催するイベントを実施する。 
 
６ 来年度に向けた課題 
  ・多様な国籍の外国人、区内の多くの町会・商店会の参加を促す。 
  ・引き続き分科会による課題の検討を行うとともに、（仮称）新宿多文化共生推進会議の制度

設計を行う。 
  ・関係部署の参加により、区全体の多文化共生推進のための取り組みとして認識し、具体的

な施策につなげる。 
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２０１０年度 新宿区多文化共生連絡会 

分科会「しんじゅく多文化共生プラザのあり方検討」 中間のまとめ 

 

 新宿区多文化共生連絡会における「プラザのあり方検討」分科会では、7月 16 日の第 2

回全体会で顔合わせ、リーダー・サブリーダーの選出を行った後、7月 27 日、8月 4日、8

月 31 日の 3回に渡り、プラザの運営について議論を重ね、以下のような課題と解決策を取

りまとめた。 

 

１ プラザを利用しやすくするために 

 ・プラザを利用するのは在住・在勤・在学に止まらず、広い意味で新宿を訪れる人々で

あり、誰にとっても利用しやすいプラザでなければならない。 

 ・来館者用ＰＣの廃止、親子での利用が難しい、食事ができない等、利用しづらい要因

がある。 

 

 プラン１ 利用者アンケートの実施 

  利用者のニーズを把握するため、具体的な質問項目を多言語で作成する。 

 プラン２ 懇談会の実施 

  利用者懇談会により、利用団体相互の活動紹介、交流、情報共有を図る。 

  個人利用者を対象とした交流会も実施する。 

プラン３ ＰＣの設置 

  利用者アンケートにより、インターネット利用のニーズを調査し、設置に向けた検討

を行う（端末設置 or アクセスポイントのみ設置、セキュリティ管理、利用ルール等）。 

プラン４ 子どもの利用 

  親子づれで利用できるような託児付き事業を試行的に実施する。 

プラン５ 場所の検討 

  一般の方には分かりにくい場所にある。場所の移転を検討すべきではないか。それが

難しい場合は、アンテナショップ的な出先機関を設置を検討する。 

 

２ プラザのＰＲについて 

 ・一部の外国人と支援団体に利用が限られているのではないか。 

 ・日本人の地域や文化に外国人を引込む仕組みをつくるべきである。 

 

 プラン１ 区役所外国人登録窓口 

  外国人登録手続きの待ち時間を活用したプラザのＰＲを検討する。 

 プラン２ ホームページ・広報紙の活用 

  プラザを広く周知するために、ホームページの内容を充実する。利用団体やコミュニ

67

資料7



 

 

ティ等のホームページからのリンクや検索キーワードの整備等により、アクセス件数の

増加を図る。単に多文化共生プラザで検索してもらうのではなく、外国人が興味を持っ

て検索できるようなタイトルやキャッチコピーを工夫する。あわせて広報しんじゅくを

活用したＰＲを行う。 

 

 プラン３ イベントの実施 

  プラザを周知し、利用してもらうためのイベントを企画・実施する。企画段階から外

国人に参画してもらうなどの働きかけが必要。また、積極的に地域に出向き、プラザを

ＰＲしていくべきである。   

 

３ ネットワークづくりの推進について 

 ・外国人との交流、団体どうしの連携によって、新宿の多文化共生のまちづくりを推進

していく。 

 ・プラザ利用者だけでなく、広く外国人のコミュニティを掴んで相互交流を推進してい

くことが重要である。 

 

 プラン１ 外国人コミュニティの活性化 

  新たな外国人コミュニティの立上げの支援や既存のコミュニティの交流会を積極的に

実施していく。 
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２０１０年度 新宿区多文化共生連絡会 

分科会「外国にルーツを持つ子どもの学習支援について」 中間のまとめ 

 
  

 
 

 
 
 
１ 新宿区の日本語学習支援制度のＰＲについて 

 
新宿区が実施している日本語学習支援の情報が十分に届いていない。転入してきたときの初期指 

導に関して、保護者・子どもに対する資料の配布・説明のマニュアル作成、多言語対応等により充 
実させるとともに、徹底して実施することが必要である。また、初期指導後も随時、子どもを通じ 
て次のステップの指導を行っていくシステムを構築する。 

 
２ 新宿区の各日本語学習支援プログラムの連携について 

教育委員会が実施している日本語サポート指導と、文化観光国際課、新宿未来創造財団が実施し 
ている日本語学習支援との繋がりがうまく機能していない。一貫した日本語学習支援を実施するた 
めに、対象者の学習状況についての情報を共有化し、それぞれの担当者が的確に支援できる情報管 
理の仕組みをつくる必要がある。 

 
３ 外国人の子どもの居場所の確保について 

   学校に馴染むことができない、地域のコミュニティになかなか溶け込めない、という子どもたち 
に対して居場所を確保してあげる必要がある。児童館、子ども家庭支援センターを活用して子ども 
たちが利用しやすいスペースづくり、体制づくりを行うために、子ども家庭部との連携による放課 
後学習支援の事業計画を企画・調整していく。 

 
４ 中学校を卒業した外国人の子どもの支援について 

   外国の中学校を卒業して来日した子どもたち、日本の中学校を卒業した外国人の子どもたちに対 
する支援体制が確立されていない。多文化共生という側面から何らかの支援体制を考える必要があ

る。教育委員会、子ども家庭部との綿密な連携体制を確立する。 
 

「外国にルーツを持つ子どもの学習支援について」の分科会は、７月１６日の全体会のなかでの

顔合わせでリーダーを選出し、その後８月３１日、９月２１日と会合を開き下記のとおり方向性

をまとめた。今後も、行政の関係部署をメンバーに加えつつ、具体的な取り組み内容についてさ

らに議論を深めていく。 
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2010 年度 新宿区多文化共生連絡会 

分科会「災害時の外国人支援について」 中間のまとめ 

 
 
 
 
 
 
１ 「災害時外国人支援センター」の設置 

  実際に災害が発生した場合、被災した外国人を支援するために「外国人支援センター」を開設する。

これは阪神・淡路大震災、中越地震の外国人支援の在り方の経験から不可欠な事業である。区と民間

団体が協働で、情報収集及び提供、ボランティアの派遣、翻訳・通訳などを行う。その準備として、

支援センター開設準備会議を招集し、行政書類の翻訳等を行う。 
 
２ 行政手続き支援 

  災害が発生した場合に必要となる行政手続きの書式（罹災証明等）を予め多言語表記、やさしい日

本語表記に翻訳・印刷して、ガイドブックを作成する。その準備として各種行政手続きの書式を収集

する必要がある。 
 
３ 語学ボランティア（通訳者・翻訳者）の確保 

  新宿区、新宿未来創造財団を中心に、語学ボランティア（翻訳者・通訳者）を確保する。そのボラ

ンティアの方たちに、救護、防災等の知識を得てもらうために、日本赤十字社などが実施している研

修に参加してもらう。 
 
４ 安否確認の確立 

  災害時の在住外国人の安否確認は非常に困難な作業となる。災害用伝言ダイヤル、携帯電話各社の

災害伝言板の使い方を外国人に周知する。また、区のホームページにある災害時用のページを安否確

認の掲示に活用する。 
 
５ 外国人の生活習慣の把握 

  国ごと、民族ごとに生活習慣、風習がさまざまである。外国人を対象に生活習慣の調査を実施する

必要がある。また、災害が発生した場合に、日本ではどのような避難生活になるのか、避難所でのル

ールやマナー等を防災訓練や講習会などをつうじて事前に周知する。 
６ 区と外国人支援団体との協定の締結 

  災害が発生した場合、自治体、企業、教育機関、店舗等に幅広く協力を仰ぐために、事前に支援協

定を締結しておく必要がある。そのために外国人を支援する団体に対して協定締結を検討する。 

「災害時の外国人支援について」の分科会は、第２回全体会（７月１６日）のなかで議論された

ものを含めると、これまで計４回開催された。そのなかで、実際に災害が発生した場合に外国人

をどう支援していくのか、ということについて、会員からさまざまな支援策についての提言があ

り、下記のとおりまとめた。 
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７ 被災地の防犯パトロール 

  強盗、傷害事件などの事態を避けるためにも、事前に防犯パトロールのできる体制を整えておく。

日本人と外国人とで事前に防犯会議を招集する。 
 
８ コミュニティＦＭによる地域情報の提供 

  地域の情報提供にはラジオが有効である。コミュニティ FM を使って災害時の地域情報を提供する。

平常時は新宿区内の行政情報、天気・交通情報、カルチャー・音楽情報等を配信する。 
 
【分科会の見解】 
 上記にあげた７つの事業については、かなり具体的な内容まで検討することができた。なかでも、「災

害時の外国人支援センターの設置」に関しては、災害が発生した際、このセンターが被災した外国人の

ワンストップサービスの窓口となるためにも、必ず設置しなければならない（７つの事業のうち、優先

順位が最も高い事業である）。新宿区のどこに設置するのか、誰が、何を担当するのか等、検討すべき課

題はまだまだ多く残されているが、上記２～７の事業も「外国人支援センター」が設置されてこそ、の

事業である。２～７の事業を「災害時外国人支援センター」が管轄する、という（階層構造の）組織図

をイメージしている。 
分科会としては、まず、災害が発生した場合に「外国人支援センター」をすぐに開設できるよう、平

常時にその準備としての会議を招集し、行政書類等の翻訳を事前にやっていきたい、と考えている。こ

の分科会では構成員のみなさんが積極的に、さまざまな支援策を提言してくれた。これら提言された支

援策については是非実現できれば、と思う。 
 
【区の見解】 
 新宿区では、これまでも外国人の方を対象に防災訓練等を実施してきたが、周知が不十分なため、訓

練内容について十分に理解を得られず、外国人の方になかなか参加していただけないのが実情である。 
新宿区の外国人に対する防災の取り組みは、まだ不十分な点もあり、多くの課題があると認識してい

る。たとえば、災害時に避難所を開設する場合、地域の方が自主的に管理・運営をしていくよう、日頃

から避難所運営管理協議会を開催し、訓練や組織体制を整えるよう支援しているが、外国人の避難所生

活に関する対応策については、具体的な検討は行われていない。 
今後、この分科会で提言された「外国人支援センターの設置」をはじめとする諸事業を参考に、災害

時における外国人支援策を検討していきたいと考える。そのために、関係部署や関係機関、企業、団体

等と、協議を進め、施策の実現に向けて努力していく。 
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新宿区多文化共生連絡会会則 

 

平成22年6月17日制定 

（名称） 

第１条 本会は、新宿区多文化共生連絡会（以下「連絡会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 連絡会は、しんじゅく多文化共生プラザ（以下「プラザ」という。）の利用者、

利用団体、多文化共生に関して活動している団体、町会・商店会の関係者、外国人相

談員、ボランティア、行政等が、相互に情報を共有し、地域課題の解決を図り、多文

化共生のまちづくりを推進するために活動する。 

（役割） 

第３条 連絡会は、前条の目的を達成するため、以下の事項について討議・活動を行う。 

(1) 多文化共生施策の推進に関する事項 

(2) プラザの運営に関する事項 

(3) プラザや地域における行事を通じた多文化共生のまち新宿のＰＲに関する事項 

(4) その他、本会の目的を達成するために必要な事項 

（会員） 

第４条 連絡会の会員は、第２条の目的に賛同する者とし、団体、個人を問わないもの

とする。 

（連絡会への参加等） 

第５条 連絡会に参加を希望する団体又は個人は、事務局に対し、口頭又は書面により

申し出る。毎年度末に会員から別段の意思表示のない場合、翌年度も本会の趣旨に賛

同し入会を継続するものとして扱う。 

  なお、退会等の意思表示は、連絡会に対して文書をもって届け出るものとする。 

（役員） 

第６条 連絡会に次の役員を置く。 

(1) 会長 １名 

(2) 副会長 ２名 

２ 役員は、互選により会員の中から選出する。 

（役員の任務） 

第７条 会長は連絡会を代表し、諸般の会務を統括する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（役員の任期） 

第８条 役員の任期は、選出された日より１年とし、再任を妨げない。 

（ファシリテーター） 

第９条 連絡会の進行・調整を行うため、ファシリテーターを置くことができる。 

２ ファシリテーターは会長が委嘱する。 

（会議） 

第10条 連絡会の会議は、全体会、分科会とする。 

２ 全体会は、次の事項を審議するものとする。 

(1) 連絡会の意思決定 

(2) 分科会の活動報告 

(3) 役員の選出 

(4) その他必要な事項 

３ 分科会は、会員で構成し、互選によりリーダーを決め、個別テーマについて話し合

う。 

４ 全体会は、会員の過半数の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって

決定する。ただし、可否同数のときは、会長の決するところによる。 
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（会議の招集） 

第11条 全体会は、会長が招集する。 

２ 分科会は、必要に応じてそれぞれのリーダーが招集する。 

（活動年度） 

第12条 協議会の活動年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（会則の改廃） 

第13条 本会則の改廃は、全体会の決議を経なければならない。 

（事務局） 

第14条 連絡会の事務局をプラザ内に置く。 

２ 事務局は会長の指示に従い、連絡会の運営に必要な事務処理を行う。 

（個人情報の取扱い） 

第15条 連絡会が保有する会員名簿等の個人情報は、連絡会の事業活動以外の利用を禁

止し、事務局は適切かつ責任を持って管理する。 

（その他） 

第16条 この会則に定めるもののほか、連絡会の運営に必要な事項は、別途定める。 

  

 

附 則 

 この会則は、平成２２年６月１７日から施行する。 
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